
(57)【要約】

　超音波診断イメージングシステムが、超音波システム

によって生成された画像を見るためのフラットパネルデ

ィスプレイを含む。フラットパネルディスプレイは、連

接アーム組立体によって超音波システムへ取り付けられ

る。連接アーム組立体は、超音波システムへ枢着可能に

接続される固定された上昇を有する下方アーム、及び一

方の端部で下方アームへ枢着可能に接続され且つもう一

方の端部でフラットパネルディスプレイへ枢着可能に接

続される上方アームを有する。上方アームは、４本のバ

ーの連結機構及び空気式ピストンを含む。４本のバーの

連結機構は、フラットパネルディスプレイを上げ下げす

ることを可能にし、空気式ピストンは、フラットパネル

ディスプレイの重量へカウンター重量をもたらす。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 本 体 収 容 イ メ ー ジ ン グ 電 子 機 器 及 び 該 イ メ ー ジ ン グ 電 子 機 器 に 結 合 さ れ る 制 御 パ ネ ル を
有 す る 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム で あ っ て ：
　 前 記 イ メ ー ジ ン グ 電 子 機 器 に 電 気 的 に 結 合 さ れ る フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ と ；
　 該 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 視 野 位 置 を 調 整 す る た め に 当 該 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス
プ レ イ が 接 続 さ れ る 連 接 ア ー ム 組 立 体 と 、
　 を 有 し 、
　 該 連 接 ア ー ム 組 立 体 は 、
　 前 記 本 体 へ 移 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 第 １ ア ー ム 、 及 び
　 前 記 第 １ ア ー ム へ 且 つ 前 記 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ へ 移 動 可 能 に 接 続 さ れ る 第 ２ ア
ー ム 、
　 を 有 し 、
　 前 記 の ア ー ム の 少 な く と も １ 本 は ４ 本 の バ ー の 連 結 機 構 を 有 す る 、
　 と こ ろ の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 本 体 が 取 り 付 け ら れ る 車 輪 付 き カ ー ト を 更 に 有 す る 、
　 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ の ア ー ム は ４ 本 の バ ー の 連 結 機 構 を 有 す る 、
　 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ４ 本 の バ ー の 連 結 機 構 は 、
　 前 記 第 ２ ア ー ム の 端 部 に 置 か れ 前 記 第 １ ア ー ム へ 接 続 さ れ る 第 １ 及 び 第 ２ の 枢 着 軸 線 と
、
　 前 記 第 ２ ア ー ム の 端 部 に 置 か れ 前 記 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ へ 接 続 さ れ る 第 ３ 及 び
第 ４ の 枢 着 軸 線 と 、
　 を 有 す る 、
　 請 求 項 ３ 記 載 の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ア ー ム に 置 か れ 、 前 記 の ２ 本 の ア ー ム を 合 わ せ て ロ ッ ク す る よ う 動 作
し 、 そ れ に よ り 前 記 ２ 本 の ア ー ム 間 の 相 対 運 動 を 制 限 す る 、 ア ー ム 間 ロ ッ キ ン グ 機 構 、
　 を 更 に 有 す る 、
　 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ロ ッ キ ン グ 機 構 は 、 前 記 ２ 本 の ア ー ム の 前 記 の ロ ッ キ ン グ を 解 除 さ せ る よ う 操 作 さ
れ る 、 ユ ー ザ 操 作 に よ る ロ ッ ク 解 除 を 更 に 有 す る 、
　 請 求 項 ５ 記 載 の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 連 接 ア ー ム 組 立 体 は 、
　 前 記 第 １ ア ー ム の 端 部 に 置 か れ 第 １ の 胴 体 へ 移 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 第 １ の 垂 直 の 枢
着 軸 線 と 、
　 前 記 第 １ ア ー ム の 端 部 に 置 か れ 前 記 第 ２ ア ー ム へ 接 続 さ れ る 第 ２ の 垂 直 の 枢 着 軸 線 と 、
　 を 更 に 有 す る 、
　 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 連 接 ア ー ム 組 立 体 は 、
　 前 記 第 ２ ア ー ム の 端 部 に 置 か れ 前 記 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ へ 接 続 さ れ る 第 ３ の 垂
直 の 枢 着 軸 線 と 、
　 前 記 第 ２ ア ー ム の 前 記 端 部 に 置 か れ 前 記 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ へ 接 続 さ れ る 水 平
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の 枢 着 軸 線 と 、
　 を 更 に 有 す る 、
　 請 求 項 ７ 記 載 の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の 垂 直 の 枢 着 軸 線 周 り の 前 記 第 １ ア ー ム の 弧 の 移 動 は ３ ６ ０ ° よ り 少 な く 抑 え
ら れ 、 且 つ
　 前 記 第 ２ の 垂 直 軸 線 周 り の 前 記 第 ２ ア ー ム の 弧 の 移 動 は ３ ６ ０ ° よ り 少 な く 抑 え ら れ る
、
　 請 求 項 ７ 記 載 の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ２ ア ー ム は ４ 本 の バ ー の 連 結 機 構 を 有 し 、 且 つ
　 前 記 第 ２ ア ー ム は ：
　 前 記 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 重 量 を 少 な く と も 部 分 的 に ず ら す 力 を も た ら す よ う
作 用 す る 空 気 式 ピ ス ト ン 、
　 を 更 に 有 す る 、
　 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 空 気 式 ピ ス ト ン へ 結 合 さ れ 、 前 記 空 気 式 ピ ス ト ン に よ っ て も た ら さ れ る 前 記 力 を 調
節 す る よ う 操 作 可 能 な 、 調 節 機 構 、
　 を 更 に 有 す る 、
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 ２ ア ー ム が 水 平 方 向 に 方 向 付 け ら れ る と き 、 前 記 空 気 式 ピ ス ト ン は 平 衡 カ ウ ン タ
ー 重 量 力 を も た ら す よ う 調 節 さ れ る 、
　 請 求 項 １ １ 記 載 の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ ア ー ム は 、 或 る 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 へ 固 定 の 上 向 き の 傾 き を 呈 し 、
　 当 該 或 る 端 部 は 前 記 本 体 へ 接 続 さ れ 、
　 当 該 第 ２ の 端 部 は 前 記 本 体 へ の 前 記 接 続 の 上 に 上 昇 さ れ 、 且 つ
　 前 記 第 ２ ア ー ム は ４ 本 の バ ー の 連 結 機 構 を 有 す る 、
　 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ４ 本 の バ ー の 連 結 機 構 は 、
　 前 記 の 第 １ の 枢 着 軸 線 と 第 ３ の 枢 着 軸 線 と の 間 に 結 合 さ れ る 第 １ 及 び 第 ２ の 上 方 の バ ー
と 、
　 前 記 の 第 ２ の 枢 着 軸 線 と 第 ４ の 枢 着 軸 線 と の 間 に 結 合 さ れ る 第 ３ 及 び 第 ４ の 下 方 の バ ー
と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 １ の バ ー は 前 記 第 ２ の バ ー へ 強 固 に 接 続 さ れ 且 つ 前 記 第 ３ の バ ー は 前 記 第 ４ バ ー
へ 強 固 に 接 続 さ れ る 、
　 請 求 項 ３ 記 載 の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 本 体 収 容 イ メ ー ジ ン グ 電 子 機 器 を 有 す る 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム で あ っ て ：
　 前 記 の イ メ ー ジ ン グ 電 子 機 器 へ 電 気 的 に 結 合 さ れ る フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ と ；
　 該 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ へ 結 合 さ れ て 当 該 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 再 配 置
を 可 能 に す る 連 接 ア ー ム 組 立 体 と 、
　 を 有 し 、
　 当 該 連 接 ア ー ム 組 立 体 は ：
　 第 １ の 取 り 付 け 端 部 及 び 第 ２ の 継 手 端 部 か ら 固 定 の 傾 き を 呈 す る 第 １ ア ー ム ； 及 び
　 前 記 第 １ ア ー ム の 前 記 第 ２ の 継 手 端 部 へ 結 合 さ れ る 第 １ 端 部 及 び 前 記 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ
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ィ ス プ レ イ へ 結 合 さ れ る 第 ２ 端 部 か ら 可 変 の 傾 き を 呈 す る 第 ２ ア ー ム 、
　 を 有 す る 、
　 と こ ろ の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 ２ ア ー ム は 該 第 ２ ア ー ム に 前 記 可 変 の 傾 き を も た ら す ４ 本 の バ ー の 連 結 機 構 を 有
す る 、
　 請 求 項 １ ５ 記 載 の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ ア ー ム の 前 記 第 １ の 取 り 付 け 端 部 に 置 か れ る 第 １ の 枢 着 軸 線 と ；
　 前 記 第 １ ア ー ム の 前 記 第 ２ の 継 手 端 部 に 置 か れ る 第 ２ の 枢 着 軸 線 と 、
　 前 記 第 ２ ア ー ム の 前 記 第 ２ の 端 部 に 置 か れ る 第 ３ の 枢 着 軸 線 と 、
　 を 更 に 有 す る 、
　 請 求 項 １ ５ 記 載 の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 車 輪 付 き カ ー ト 及 び 本 体 収 容 イ メ ー ジ ン グ 電 子 機 器 を 有 し 且 つ 前 記 車 輪 付 き カ ー ト に 置
か れ る 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム で あ っ て ：
　 前 記 車 輪 付 き カ ー ト 上 に 置 か れ 且 つ 前 記 イ メ ー ジ ン グ 電 子 機 器 へ 電 気 的 に 接 続 さ れ る 制
御 パ ネ ル で あ り 、 該 制 御 パ ネ ル は 横 方 向 に 連 接 す る こ と が 可 能 で あ る 、 と こ ろ の 該 制 御 パ
ネ ル と ；
　 前 記 イ メ ー ジ ン グ 電 子 機 器 へ 電 気 的 に 結 合 さ れ る フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ と ；
　 前 記 車 輪 付 き カ ー ト 又 は 本 体 へ 結 合 さ れ る 取 り 付 け 端 部 及 び 前 記 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス
プ レ イ へ 結 合 さ れ る 第 ２ の 端 部 を 有 し 、 且 つ 前 記 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 視 野 位 置
を 横 方 向 に 再 配 置 す る よ う 操 作 可 能 で あ る 、 連 接 機 構 と 、
　 を 有 す る 、
　 と こ ろ の 、 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 連 接 機 構 は 第 １ 及 び 第 ２ の 連 接 ア ー ム を 有 し 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 連 接 ア ー ム の う
ち 少 な く と も １ つ は ４ 本 の バ ー の 連 結 機 構 を 有 す る 、
　 請 求 項 １ ８ 記 載 の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 連 接 機 構 は 、
　 前 記 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 横 向 き に 連 接 す る こ と を 可 能 に す る 複 数 の 垂 直 の 枢
着 軸 線 と 、
　 前 記 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 垂 直 に 連 接 す る こ と を 可 能 に す る ４ 本 の バ ー の 連 結
機 構 と 、
　 を 更 に 有 す る 、
　 請 求 項 １ ８ 記 載 の 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 医 療 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム に 係 り 、 よ り 詳 細 に は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ
ス プ レ イ を 備 え る 超 音 波 診 断 イ メ ー ジ ン グ シ ス テ ム に 係 る 。 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ
は 、 ユ ー ザ に よ っ て 、 視 認 の た め 容 易 に 配 置 さ れ る こ と が で き る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 超 音 波 シ ス テ ム は 、 ユ ー ザ が 操 作 す る の に 、 人 間 工 学 的 に よ り 快 適 で あ る よ う 設
計 さ れ て い る 。 し ば し ば 、 超 音 波 シ ス テ ム は 、 撮 像 の た め に 患 者 の 枕 元 へ 運 ば れ る 。 次 に
音 波 検 査 者 は 、 超 音 波 シ ス テ ム 制 御 を 操 作 し な が ら プ ロ ー ブ を 患 者 に 接 触 さ せ て 保 持 し 且
つ シ ス テ ム 画 像 デ ィ ス プ レ イ 上 に 生 成 さ れ た 画 像 を 見 る こ と が で き る よ う に し な け れ ば な
ら な い 。 主 と し て 患 者 に 注 目 す る 音 波 検 査 者 が 、 こ の 動 作 の 最 中 に 快 適 な 位 置 を と る こ と
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を 可 能 に す る た め 、 シ ス テ ム 制 御 及 び デ ィ ス プ レ イ が 、 快 適 な 操 作 位 置 及 び 視 野 位 置 へ 移
動 可 能 で あ る こ と が 望 ま し い 。 た と え ば 、 Miller他 に よ る 米 国 特 許 第 ６ ， ６ ６ ９ ， ６ ３ ９
号 明 細 書 （ 特 許 文 献 １ ） は 、 図 １ に 示 す 超 音 波 シ ス テ ム を 説 明 し て い る 。 こ の シ ス テ ム の
デ ィ ス プ レ イ モ ニ タ ２ ０ が 、 シ ス テ ム カ ー ト １ ２ の 上 面 に あ る ２ 本 の ア ー ム の 連 接 マ ウ ン
ト ３ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。 連 接 マ ウ ン ト ３ ０ は 、 モ ニ タ ２ ０ を 、 超 音 波 シ ス テ ム カ ー ト の
側 面 か ら 側 面 へ 移 動 さ せ る こ と を 可 能 に し 、 且 つ 音 波 検 査 者 又 は 患 者 へ 向 け て 回 転 さ せ て
容 易 に 見 る こ と が で き る よ う に す る 。 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ ／ １ ５ ５ ， ４ ５ ９ 号 明 細 書 （ 特
許 文 献 ２ ） 、 発 明 の 名 称 「 横 方 向 に 連 係 運 動 す る 制 御 パ ネ ル を 有 す る 超 音 波 シ ス テ ム カ ー
ト （ Diagnostic　 Ultrasound　 Cart　 with　 Laterally　 Articulating　 Control　 Panel
） 」 は 、 図 ２ に 示 す 超 音 波 シ ス テ ム を 説 明 し て い る 。 図 ２ に 示 す 超 音 波 シ ス テ ム は 、 シ ス
テ ム 制 御 パ ネ ル １ ８ の 上 の 定 位 置 の 位 置 で 取 り 付 け ら れ た フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ １
６ を 用 い る 。 こ の シ ス テ ム の 制 御 パ ネ ル １ ８ を 、 快 適 に 枕 元 で 操 作 す る た め に 、 シ ス テ ム
カ ー ト の 一 方 の 側 面 か ら 別 の 側 面 へ 移 動 す る こ と が で き 、 且 つ 音 波 検 査 者 へ 向 け て 回 転 又
は 旋 回 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ６ ， ６ ６ ９ ， ６ ３ ９ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ ／ １ ５ ５ ， ４ ５ ９ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ １ ６ が 、 快 適 な 視 野 位 置 へ 同 様 に 移 動 可 能 で あ る こ と が 望
ま し い 。 最 適 な 設 計 と し て は 、 デ ィ ス プ レ イ １ ６ を 、 広 範 囲 に わ た る 横 向 き の 視 野 位 置 及
び 高 さ に 配 置 さ せ る こ と が 可 能 で 、 且 つ 音 波 検 査 者 が 、 片 手 で 再 配 置 す る こ と が 容 易 で あ
る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 原 理 に よ り 、 超 音 波 シ ス テ ム が 、 広 範 囲 の 視 野 位 置 に わ た っ て 見 ら れ る よ う 連
接 さ れ た フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ と と も に 説 明 さ れ る 。 連 接 は 、 カ ウ ン タ ー 重 量 に よ
り 補 助 さ れ た ４ 本 の バ ー の 連 結 機 構 を 備 え る 、 ２ 本 の ア ー ム の 連 接 シ ス テ ム に よ っ て も た
ら さ れ る 。 カ ウ ン タ ー 重 量 の 補 助 及 び ４ 本 の バ ー の 連 結 機 構 は 、 デ ィ ス プ レ イ を 快 適 な 視
野 位 置 へ 再 配 置 す る の に ほ と ん ど 労 力 を 要 し な い 。 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ は 、 周 辺
把 持 表 面 を 有 す る 。 周 辺 把 持 表 面 は 、 デ ィ ス プ レ イ を 片 手 で 保 持 し 且 つ 再 配 置 す る こ と を
可 能 に し 、 そ れ に よ り デ ィ ス プ レ イ を 、 音 波 検 査 者 又 は 患 者 の い ず れ か に よ っ て 見 る こ と
が で き る よ う 容 易 に 調 節 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 原 理 に よ り 構 成 さ れ た 連 接 （ articulating） フ ラ ッ ト パ ネ
ル デ ィ ス プ レ イ 組 立 体 が 、 示 さ れ る 。 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ は 、 視 野 ス ク リ ー
ン ４ ２ を 有 す る 。 視 野 ス ク リ ー ン ４ ２ は 、 正 面 ベ ゼ ル ４ ４ を 有 す る エ ン ク ロ ー ジ ャ 内 に 包
囲 さ れ る 。 正 面 ベ ゼ ル ４ ４ は 、 正 面 及 び 後 方 の エ ン ク ロ ー ジ ャ 部 分 ４ ６ に お け る デ ィ ス プ
レ イ ４ ０ の 縁 部 を 取 り 囲 む 。 正 面 ベ ゼ ル ４ ４ 及 び 後 方 エ ン ク ロ ー ジ ャ 部 分 ４ ６ の 周 辺 は 、
複 数 の 掴 み 面 を 含 む 。 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ の 位 置 を 調 節 す る た め に 、 ユ ー ザ
が 、 掴 み 面 に よ っ て フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ を 掴 む こ と が で き る 。 フ ラ ッ ト パ ネ
ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ は 、 連 接 ア ー ム 組 立 体 ５ ０ に よ っ て 、 超 音 波 シ ス テ ム に 取 り 付 け ら れ
る 。 下 方 ア ー ム 又 は メ イ ン ベ ー ス ５ ２ は 、 超 音 波 シ ス テ ム に 取 り 付 け ら れ た 取 り 付 け 端 ６
０ を 有 す る 。 メ イ ン ベ ー ス ５ ２ は 、 取 り 付 け 端 ６ ０ を 通 っ て 延 在 す る 垂 直 な 枢 着 軸 線 周 り
を 枢 着 す る よ う 、 超 音 波 シ ス テ ム に 枢 着 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 取 り 付 け 端 ６ ０ は 、 歯 を
有 す る 円 形 の 取 り 付 け ブ ラ ケ ッ ト を 包 囲 し 、 歯 を 有 す る 円 形 の 取 り 付 け ブ ラ ケ ッ ト は 、 取
り 付 け 端 ６ ０ 内 の 円 形 ス ロ ッ ト に 載 置 さ れ る 。 円 形 ス ロ ッ ト は 、 取 り 付 け 端 ６ ０ の 枢 動 軸
線 周 り の 中 間 に の み 延 在 し 、 そ れ に よ り 取 り 付 け 端 ６ ０ の 枢 着 範 囲 を １ ８ ０ ゜ ま で に 制 限
す る 。 下 方 ア ー ム を 、 継 続 的 に 制 限 な く 回 転 さ せ な い こ と が 、 望 ま し い 。 何 故 な ら 、 フ ラ
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ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ へ の ケ ー ブ ル が 、 連 接 ア ー ム を 通 っ て 延 在 す る か ら で あ る 。
ア ー ム が 継 続 的 に 回 転 す る こ と で 、 こ れ ら ケ ー ブ ル の ね じ れ 、 最 終 的 に は 損 傷 を 引 き 起 こ
す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 連 接 ア ー ム 組 立 体 ５ ０ の メ イ ン ベ ー ス ５ ２ は 、 約 ２ ５ ° の 固 定 さ れ た 角 度 で 上 向 き に 角
度 付 け ら れ る 。 こ の メ イ ン ベ ー ス ５ ２ を 上 向 き に 角 度 付 け す る こ と で 、 上 方 ア ー ム ５ ４ 及
び フ ラ ッ ト パ ネ ル ４ ０ が 、 超 音 波 シ ス テ ム 上 面 の 上 へ 上 昇 す る 。 こ の 上 昇 は 、 シ ス テ ム の
上 面 に 設 置 さ れ る か 又 は 上 面 の 上 に 置 か れ 得 る シ ス テ ム の パ ー ツ 又 は 付 属 品 の 上 に 、 隙 間
を も た ら す 。 上 昇 は ま た 、 上 方 ア ー ム ５ ４ が 水 平 に 方 向 付 け ら れ た と き 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル
デ ィ ス プ レ イ ４ ０ が 、 定 位 置 の 、 中 立 に 平 衡 の と れ た 視 野 位 置 の レ ベ ル に な る ま で 、 上 方
ア ー ム ５ ４ を 上 げ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 メ イ ン ベ ー ス ５ ２ の 上 方 端 ６ ２ は 、 上 方 ア ー ム ５ ４ の エ ル ボ ６ ４ と 組 み 合 わ さ れ る 。 エ
ル ボ ６ ４ 及 び 上 方 端 ６ ２ は 、 エ ル ボ 継 手 が 第 ２ の 垂 直 軸 線 周 り を 枢 着 す る よ う 、 枢 着 可 能
に 接 続 さ れ る 。 メ イ ン ベ ー ス ５ ２ の 上 方 端 ６ ２ は 、 エ ル ボ ６ ４ の 内 側 ス リ ー ブ 内 の 溝 に 載
置 さ れ る ピ ン を 含 む 。 こ の 枢 着 接 続 の ピ ン 及 び 溝 は 、 取 り 付 け 端 ６ ０ の 円 形 ス ロ ッ ト 及 び
歯 と 同 様 に 機 能 し 、 ２ 本 の ア ー ム ５ ２ 、 ５ ４ が 、 円 形 の １ ８ ０ ° の 溝 （ circular　 180°
　 groove） の 制 限 さ れ た 弧 を 通 っ て 回 転 す る こ と を 可 能 に す る 。 こ の よ う に 、 エ ル ボ ６ ４
の 回 転 は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル ケ ー ブ ル を 損 傷 す る 恐 れ の あ る 、 無 制 限 の 回 転 を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 方 ア ー ム ５ ４ は 、 ４ 本 の バ ー の 連 結 機 構 ７ ０ を 含 む 。 連 結 機 構 ７ ０ の ４ 本 の バ ー ７ ２
、 ７ ４ 、 ７ ６ 及 び ７ ８ は 、 ア ー ム ５ ４ の 前 方 端 で 枢 着 ピ ン ａ 及 び ｂ に よ っ て 枢 着 可 能 に 接
続 さ れ 、 且 つ ア ー ム ５ ４ の エ ル ボ 端 ６ ４ で 枢 着 ピ ン ｃ 及 び ｄ に よ っ て 枢 着 可 能 に 接 続 さ れ
る 。 ４ 本 の バ ー の 連 結 機 構 ７ ０ は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ を 、 エ ル ボ ６ ４ に 関
し て 上 げ 下 げ す る こ と を 可 能 に す る 。 上 方 ア ー ム ５ ４ を 側 面 か ら 見 る と き 、 枢 着 ピ ン ａ 、
ｂ 、 ｃ 及 び ｄ の 端 部 は 、 連 結 機 構 が 上 下 に 連 接 す る た め 、 常 に 平 行 四 辺 形 を 形 成 す る 。 本
実 施 形 態 に お け る 連 結 機 構 ７ ０ の ２ 本 の 上 方 バ ー ７ ２ 及 び ７ ４ は 、 Ｕ 字 型 鋼 板 の ２ つ の 側
面 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 ２ 本 の 上 方 バ ー ７ ２ 、 ７ ４ に 対 し 鋼 板 を 用 い る こ と で 、 ２ 本 の バ
ー ７ ２ 、 ７ ４ の 間 に 強 度 及 び 剛 性 を も た ら す 。 本 実 施 形 態 に よ る ２ 本 の 下 方 バ ー ７ ６ 及 び
７ ８ は 、 別 々 の バ ー に よ っ て 形 成 さ れ 、 強 度 及 び 剛 性 の た め の リ ブ ８ ２ に よ っ て 、 下 方 の
バ ー ７ ６ と ７ ８ と の 間 が 、 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ の ケ ー ブ ル 布 線 に 加 え て 、 連 結 機 構 ７ ０ の ４ 本 の バ ー
７ ２ 、 ７ ４ 、 ７ ６ 及 び ７ ８ 内 に 、 空 気 式 衝 撃 又 は ピ ス ト ン ５ ６ が 、 含 ま れ る 。 ピ ス ト ン ５
６ の 圧 縮 力 は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 重 量 に カ ウ ン タ ー 重 量 を も た ら す 。 空 気 式
の ピ ス ト ン ５ ６ は 、 上 方 ア ー ム ５ ４ の 一 端 で 、 傾 き ／ 旋 回 ベ ー ス １ ０ ２ へ 枢 着 可 能 に 接 続
さ れ 、 且 つ 上 方 ア ー ム ５ ４ の 他 端 で エ ル ボ ６ ４ へ 枢 着 可 能 に 接 続 さ れ る 。 エ ル ボ ６ ４ で の
枢 着 接 続 は 、 エ ル ボ ６ ４ に 垂 直 に 配 置 さ れ た ね じ 軸 上 に 取 り 付 け ら れ る 。 エ ル ボ ６ ４ に お
け る 穴 ６ ６ は 、 ね じ 軸 の 六 角 形 状 の ヘ ッ ド へ の 接 触 （ access） を も た ら す 。 ね じ 軸 が 旋 回
す る と 、 空 気 式 ピ ス ト ン ５ ６ の 枢 着 接 続 は 、 ４ 本 の バ ー の 連 結 機 構 の ｃ 及 び ｄ の 枢 着 に 関
連 し て 上 下 動 す る 。 こ の ピ ス ト ン ５ ６ の エ ル ボ 端 を 再 配 置 さ せ る こ と で 、 ピ ス ト ン に よ り
も た ら さ れ た 力 の 張 力 又 は 剛 性 を 増 加 又 は 減 少 さ せ る 。 ピ ス ト ン 力 が 、 よ り 強 い 剛 性 に 成
さ れ た と き 、 ユ ー ザ は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ を 下 げ る の に よ り 強 い 力 を 用 い
ね ば な ら ず 、 デ ィ ス プ レ イ ４ ０ を 上 げ る の に よ り 弱 い 力 を 用 い る 。 ピ ス ト ン 力 が よ り 弱 い
剛 性 に 成 さ れ た 場 合 、 ユ ー ザ は 、 弱 い 力 で デ ィ ス プ レ イ を 下 げ る こ と が で き 、 よ り 強 い 力
で デ ィ ス プ レ イ を 上 げ る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 傾 き ／ 旋 回 ベ ー ス １ ０ ２ は 、 傾 き ／ 旋 回 ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ４ へ 枢 着 可 能 に 接 続 さ れ る 。 こ
の 接 続 に よ り 、 ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ４ が 、 ベ ー ス １ ０ ２ 及 び ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ４ を 通 過 す る 垂 直
軸 線 周 り を 回 転 す る こ と が 可 能 に な り 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ を 、 連 接 ア ー ム
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組 立 体 ５ ０ を 再 配 置 す る こ と な く 側 面 か ら 側 面 へ 旋 回 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 傾 き ／ 旋
回 ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ４ は 、 ピ ボ ッ ト 接 続 １ ０ ６ に よ っ て フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ の
後 方 エ ン ク ロ ー ジ ャ 部 分 ４ ６ へ 枢 着 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 ピ ボ ッ ト 接 続 １ ０ ６ は 、 水 平 枢
着 軸 線 周 り を 枢 着 す る 。 こ の 枢 着 軸 線 に よ り 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ が 、 連 接
ア ー ム 組 立 体 ５ ０ を 移 動 さ せ る こ と な く 傾 い て 、 上 向 き 又 は 下 向 き に な る こ と を 可 能 に す
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 方 連 接 ア ー ム ５ ４ の 底 部 か ら 下 向 き に 延 在 す る の は 、 キ ャ ッ チ プ レ ー ト ９ ２ で あ る 。
２ 本 の ア ー ム ５ ２ 、 ５ ４ が 一 緒 に な る と き 、 キ ャ ッ チ プ レ ー ト ９ ２ は 、 下 方 ア ー ム ５ ２ 内
の ば ね 式 ロ ッ ク プ レ ー ト ９ ４ に 係 合 す る 。 キ ャ ッ チ プ レ ー ト ９ ２ は 、 ロ ッ ク が 開 い て い る
と き 、 ロ ッ ク プ レ ー ト ９ ４ の 右 側 に 部 分 的 に 認 識 で き る ば ね 式 ボ ー ル と 接 触 す る 。 こ の 接
触 に よ り 、 ロ ッ ク プ レ ー ト ９ ４ が 右 側 に 撓 み 、 キ ャ ッ チ プ レ ー ト ９ ２ を 保 持 す る 。 次 に 下
方 ア ー ム ５ ２ の 底 部 に あ る ロ ッ ク 解 除 ９ ６ が 、 ロ ッ ク 位 置 へ と 移 動 す る 。 ２ 本 の ア ー ム ５
２ 、 ５ ４ は 、 ロ ッ ク 解 除 ９ ６ が ア ン ロ ッ ク 位 置 へ と 移 動 さ れ る ま で 、 互 い に ロ ッ ク さ れ た
ま ま で あ る 。 ロ ッ ク 解 除 ９ ６ は 、 ロ ッ ク プ レ ー ト ９ ４ を 左 に 移 動 さ せ て 、 係 合 さ れ た キ ャ
ッ チ プ レ ー ト ９ ２ を 外 す 。 ２ 本 の ア ー ム ５ ２ 、 ５ ４ は 、 超 音 波 シ ス テ ム が 移 動 さ れ る か 又
は 運 搬 さ れ る と き に 連 接 デ ィ ス プ レ イ を 固 定 し 且 つ 連 接 を 防 止 す る よ う 、 合 わ せ て ロ ッ ク
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ４ ａ は 、 デ ィ ス プ レ イ ４ ０ が よ り 高 い 視 野 位 置 へ と 上 昇 す る よ う 、 ４ 本 の バ ー の 連 結
機 構 の 上 方 ア ー ム ５ ４ が 、 水 平 軸 線 （ the　 horizontal） の 上 に 持 ち 上 げ ら れ た 、 連 接 フ
ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ ｂ は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ
の 後 方 か ら 見 た 、 連 接 デ ィ ス プ レ イ の 同 じ 位 置 の 図 で あ る 。 図 ４ ｂ の 矢 印 が 示 す よ う に 、
フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ は 、 組 立 体 の 垂 直 軸 線 の 枢 着 を 操 作 す る こ と に よ っ て 水
平 に 再 配 置 さ れ る こ と が で き 、 且 つ フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ は 、 ４ 本 の バ ー の 連
結 機 構 ７ ０ の バ ー が 移 動 す る こ と に よ っ て 垂 直 に 移 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 更 な る 態 様 を 具 現 す る フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 正 面 図 を 示 す 。
図 １ は 、 シ ス テ ム １ ０ の モ ニ タ ２ ０ を 示 し 、 モ ニ タ の 正 面 に ハ ン ド ル １ ０ ０ を と も に 示 す
。 モ ニ タ ２ ０ は 、 ハ ン ド ル を 把 握 す る こ と に よ っ て 再 配 置 さ れ る こ と が で き 、 そ れ に よ り
モ ニ タ を 移 動 さ せ る 。 デ ィ ス プ レ イ モ ニ タ の ガ ラ ス の 重 量 を 欠 い た フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス
プ レ イ は 、 ハ ン ド ル の よ う な 頑 丈 な 再 配 置 手 段 を 必 要 と し な い 。 図 ５ に お け る 実 施 形 態 で
は 、 デ ィ ス プ レ イ ス ク リ ー ン ４ ２ の 正 面 周 り の ベ ゼ ル ４ ４ は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ
イ ４ ０ を 再 配 置 す る と き 、 ユ ー ザ の 親 指 に よ っ て 把 持 さ れ る よ う 設 計 さ れ た 表 面 を 有 す る
。 こ の 把 持 表 面 は 、 正 面 ベ ゼ ル ４ ４ を 、 シ リ コ ン 又 は ゴ ム 状 の 材 料 で 形 成 す る こ と に よ っ
て 提 供 さ れ る こ と が で き る 。 構 成 さ れ た 実 施 形 態 に お い て 、 把 持 表 面 は 、 ベ ゼ ル ４ ４ を 被
覆 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 ベ ゼ ル は 、 た と え ば 米 国 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 Vermonの Also
　 Corp． よ り 市 販 さ れ る Sanopreen　 overmold又 は Soft-touch　 spray　 coating等 、 熱 可
塑 性 の エ ラ ス ト マ ー 被 膜 を 有 す る 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 さ れ る 。 図 ６ は 、 フ ラ ッ ト パ ネ
ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ を 部 分 的 に 切 り 取 っ た 斜 視 図 で あ り 、 ベ ゼ ル ４ ４ の 湾 曲 部 を よ り 良 く
示 し て い る 。 ベ ゼ ル ４ ４ の 湾 曲 部 は 、 滑 る こ と な く ユ ー ザ の 親 指 で 強 固 に 把 持 で き る 、 輪
郭 付 け さ れ た 表 面 を 設 け る 。 こ の 切 り 取 っ た 図 に は ま た 、 後 方 エ ン ク ロ ー ジ ャ 部 分 ４ ６ の
周 辺 が 描 か れ 、 後 方 エ ン ク ロ ー ジ ャ 部 分 ４ ６ の 周 辺 も ま た 、 ユ ー ザ が 他 の 指 を か け る 把 持
表 面 を 包 含 し て い る こ と が 分 か る 。 こ の 把 持 表 面 は 、 後 方 エ ン ク ロ ー ジ ャ 部 分 ４ ６ の 周 辺
の 表 面 の 表 面 加 工 に よ っ て も た ら さ れ る 。 こ の 場 合 、 表 面 加 工 は 、 後 方 エ ン ク ロ ー ジ ャ 部
分 ４ ６ を 通 る 送 り 穴 ４ ８ に よ っ て 提 供 さ れ る 。 こ れ ら の 送 り 穴 は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス
プ レ イ の 背 面 周 辺 に 良 好 な 把 持 表 面 を も た ら す だ け で は な く 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル エ ン ク ロ ー
ジ ャ ４ ６ の 換 気 を も 提 供 す る 。 図 ７ ａ は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ の 断 面 図 で あ
り 、 正 面 の ベ ゼ ル ４ ４ の 輪 郭 及 び デ ィ ス プ レ イ の 後 方 の 周 辺 周 り の 送 り 穴 ４ ８ を 示 す も の
で あ る 。 図 ７ ｂ は 、 図 ７ ａ を 単 純 に し た も の で あ り 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ の
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正 面 に 輪 郭 付 け ら れ た 把 持 表 面 ４ ４ 及 び 後 方 エ ン ク ロ ー ジ ャ 部 分 ４ ６ 上 の 、 穴 を 開 け ら れ
た 把 持 表 面 ４ ８ を 明 示 す る 。 当 業 者 で あ れ ば 、 送 り 穴 以 外 の 表 面 加 工 、 た と え ば 溝 、 突 起
、 又 は 把 持 す る た め に 粗 く さ れ た 表 面 等 を 採 用 し て も よ い こ と を 理 解 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ８ ａ ～ 図 ８ ｃ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 幾 つ か の 垂 直 の 連 接 の 位 置 を 示 す 。 構 成 さ
れ た 実 施 形 態 に お い て 、 連 接 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ が 取 り 付 け ら れ た 超 音 波 シ ス テ
ム の 表 面 １ ０ ０ は 、 図 ８ ｂ に 示 す よ う に 上 方 ア ー ム ５ ４ が 水 平 に 方 向 付 け ら れ た と き 、 定
位 置 の デ ィ ス プ レ イ 位 置 が も た ら さ れ る よ う 、 表 面 １ ０ ０ に 対 し て 或 る 高 さ に あ る 。 ピ ス
ト ン ５ ６ の ね じ 調 節 が 、 設 定 さ れ 、 そ れ に よ り 上 方 ア ー ム ５ ４ が こ の 水 平 位 置 に あ る と き
、 ピ ス ト ン 力 が 、 上 方 ア ー ム ５ ４ 及 び フ ラ ッ ト パ ネ ル ４ ０ の 重 量 を ず ら す 。 上 方 ア ー ム ５
４ は 次 に 、 図 面 に 矢 印 で 示 さ れ て い る よ う に 、 こ の 定 位 置 の 位 置 か ら 、 ピ ス ト ン 力 で 上 げ
下 げ す る こ と が で き る 。 ピ ス ト ン 力 は 、 平 衡 の と れ た カ ウ ン タ ー 重 量 力 を 継 続 的 に も た ら
す 。 こ の こ と は 、 上 方 ア ー ム ５ ４ に 対 し ４ 本 の バ ー の 連 結 機 構 ７ ０ 及 び 空 気 式 衝 撃 ５ ６ を
用 い る こ と に よ る 。 た と え ば 、 ４ 本 の バ ー の 連 結 機 構 が 、 下 方 ア ー ム ５ ２ に 位 置 し て い た
場 合 、 デ ィ ス プ レ イ を 持 ち 上 げ る の に 必 要 な 力 と デ ィ ス プ レ イ を 下 げ る の に 必 要 な 力 と の
間 に よ り 多 く の 不 均 衡 が 生 じ る 。 上 方 ア ー ム ５ ４ に お い て ４ 本 の バ ー の 連 結 機 構 及 び ピ ス
ト ン を 置 く こ と に よ っ て 、 こ れ ら の 力 が 、 よ り 均 一 に 平 衡 と な る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ８ ｃ は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ が 、 移 動 の た め 収 容 さ れ た と き の 連 接 ア ー
ム 組 立 体 を 示 す 。 上 方 ア ー ム ５ ４ は 、 矢 印 に よ っ て 示 さ れ る よ う に 、 キ ャ ッ チ プ レ ー ト ９
２ が ロ ッ ク プ レ ー ト ９ ４ と 係 合 す る ま で 下 げ ら れ 、 ロ ッ ク が 、 図 示 さ れ た 収 容 さ れ た 位 置
に お い て ２ 本 の ア ー ム を 係 合 し 且 つ 保 持 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ９ は 、 垂 直 平 面 に お け る 範 囲 １ １ ０ の 位 置 を 示 す 。 範 囲 １ １ ０ は 、 図 ３ の 連 接 ア ー ム
組 立 体 を 用 い る こ と に よ り 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ が 呈 す る こ と の で き る 範 囲
で あ る 。 矢 印 が 示 す よ う に 、 デ ィ ス プ レ イ ４ ０ は 、 上 方 ア ー ム ５ ４ の ４ 本 の バ ー の 連 結 機
構 ７ ０ の 連 接 に よ り 、 垂 直 に 上 下 動 す る こ と が で き る 。 連 接 ア ー ム が 、 夫 々 の ア ー ム に あ
る 垂 直 の 枢 着 軸 線 周 り を 枢 着 す る と き 、 デ ィ ス プ レ イ ４ ０ の い ず れ か 一 方 の 側 面 の 矢 印 に
よ っ て 示 さ れ る よ う に 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ を 、 側 面 か ら 側 面 へ と 再 配 置 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ ０ ａ ～ 図 １ ０ ｃ は 、 図 ３ の 実 施 形 態 の 垂 直 の 枢 着 軸 線 に よ っ て も た ら さ れ た 横 向 き
の 連 接 を 示 す 。 枢 着 軸 線 １ ２ ２ は 、 下 方 ア ー ム ５ ２ の 取 り 付 け 端 ６ ０ を 通 過 し 、 枢 着 軸 線
１ ２ ４ は 、 連 接 ア ー ム の エ ル ボ ６ ４ を 通 過 し 、 枢 着 軸 線 １ ２ ６ は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス
プ レ イ ４ ０ の 背 面 に あ る 傾 き ／ 旋 回 ベ ー ス １ ０ ２ を 通 過 す る 。 先 に 説 明 し た よ う に 、 軸 線
１ ２ ２ 周 り の 下 方 ア ー ム ５ ２ の 枢 着 は 、 矢 印 １ ５ ２ に よ っ て 示 さ れ る よ う に 、 １ ８ ０ ゜ ま
で に 制 限 さ れ る 。 軸 線 １ ２ ４ 周 り の 上 方 ア ー ム ５ ４ の 枢 着 も ま た 、 矢 印 １ ５ ４ に よ っ て 示
さ れ る よ う に 、 １ ８ ０ ゜ ま で に 制 限 さ れ る 。 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ は 、 矢 印 １
５ ６ に よ っ て 示 さ れ る よ う に 、 上 方 ア ー ム ５ ４ の 端 部 周 り を 全 範 囲 に わ た っ て 枢 着 で き る
。 図 １ ０ ａ に お い て 、 下 方 ア ー ム ５ ２ は 、 「 ホ ー ム ポ ジ シ ョ ン 」 に あ り 、 下 方 ア ー ム ５ ２
は 、 超 音 波 シ ス テ ム の 後 方 に 延 在 し 、 且 つ 上 方 ア ー ム ５ ４ は 、 ９ ０ ° 右 に 枢 着 さ れ る 。 フ
ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ は 、 前 方 を 向 く よ う 、 軸 線 １ ２ ６ 周 り を 枢 着 す る 。 図 １ ０
ａ 、 図 １ ０ ｂ 及 び 図 １ ０ ｃ の 向 き は 、 音 波 検 査 者 が 、 超 音 波 シ ス テ ム の 右 側 に 置 か れ た 患
者 を 診 断 す る と き 、 ど の よ う に フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ を 配 置 で き る か を 示 す 。
図 １ ０ ｂ に お い て 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ は 、 下 方 ア ー ム ５ ２ を 軸 線 １ ２ ２ 周
り で 枢 着 す る こ と に よ っ て 、 且 つ フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ を 軸 線 １ ２ ６ 周 り で 調
節 す る こ と に よ っ て 、 前 方 に 且 つ 僅 か に よ り 右 側 に 出 さ れ る 。 図 １ ０ ｃ に お い て 、 フ ラ ッ
ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ は 、 図 １ ０ ｂ に 示 す 位 置 か ら ３ つ の 全 て の 軸 線 周 り が 動 く こ と
に よ り 、 超 音 波 シ ス テ ム の 中 央 へ 移 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 図 １ １ は 、 本 発 明 の １ 実 施 形 態 を 、 広 範 囲 の 横 向 き の デ ィ ス プ レ イ 位 置 と と も に 示 す 。
図 １ １ の 中 央 に 肉 太 に 示 さ れ る の は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ 及 び 定 位 置 で あ る
ホ ー ム ポ ジ シ ョ ン に ２ 本 の ア ー ム を 有 す る 連 接 ア ー ム 組 立 体 ５ ０ で あ る 。 デ ィ ス プ レ イ ス
ク リ ー ン は 、 超 音 波 シ ス テ ム の 正 面 を 向 き 、 下 方 の 連 接 ア ー ム は 、 超 音 波 シ ス テ ム の 後 方
に 向 け て 延 在 し 、 且 つ 上 方 の 連 接 ア ー ム は 、 超 音 波 シ ス テ ム の 後 方 か ら 正 面 へ 、 下 方 ア ー
ム と と も に エ ル ボ か ら 延 在 す る 。 陰 と な っ て 示 さ れ る の は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ
４ ０ を 置 く こ と が で き る 、 連 接 ア ー ム 組 立 体 の 取 り 付 け ポ イ ン ト 周 り の 様 々 な 位 置 で あ る
。 図 １ １ の 上 部 に あ る 位 置 が 示 す よ う に 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ は 、 所 望 と な
れ ば 、 超 音 波 シ ス テ ム の 後 方 を 向 く よ う に 移 動 さ れ る こ と さ え で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ ２ は 、 本 発 明 の １ 実 施 形 態 を 示 し 、 本 発 明 の １ 実 施 形 態 は 、 超 音 波 シ ス テ ム が 、 連
接 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ と 連 接 制 御 パ ネ ル １ ８ と の 両 方 を 有 し 、 そ の 両 方 が 、
超 音 波 シ ス テ ム カ ー ト の 本 体 １ ２ に 関 し て 横 方 向 に 再 配 置 で き る 。 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス
プ レ イ ４ ０ は 、 上 述 し た 実 施 形 態 の 如 何 な る 連 接 ア ー ム に お い て 説 明 さ れ た よ う に 連 接 さ
れ て も よ く 、 又 は 他 の 連 接 機 構 を 用 い て 連 接 さ れ て も よ い 。 制 御 パ ネ ル １ ８ は 、 特 許 文 献
２ 等 に よ り 説 明 さ れ る よ う に 、 横 方 向 に 連 接 さ れ て も よ い 。 特 許 文 献 ２ の 内 容 を 、 参 照 に
よ り 本 明 細 書 に 導 入 す る 。 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ ４ ０ 及 び 制 御 パ ネ ル １ ８ の 両 方 を
連 接 さ せ る 性 能 と と も に 、 音 波 検 査 者 は 、 超 音 波 シ ス テ ム を 、 最 も 快 適 且 つ 便 利 な 状 態 で
患 者 を 走 査 す る よ う 構 築 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 連 接 モ ニ タ を 備 え る カ ー ト に 搭 載 さ れ た 超 音 波 を 示 す 。
【 図 ２ 】 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ 及 び 連 接 制 御 パ ネ ル を 備 え る 、 カ ー ト に 搭 載 さ れ た
超 音 波 シ ス テ ム を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 原 理 に よ り 構 成 さ れ た 超 音 波 シ ス テ ム の た め の 連 接 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ
ス プ レ イ を 示 す 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 連 接 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 前 方 及 び 後 方 の 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 連 接 す る た め の 周 辺 把 持 表 面 を 備 え る フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ を 示 す 。
【 図 ６ 】 背 面 の 把 持 表 面 を 示 し た 、 図 ５ の フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ を 部 分 的 に 切 り 取
っ た 図 で あ る 。
【 図 ７ ａ 】 図 ５ の フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ ｂ 】 図 ５ の フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ ａ 】 持 ち 上 げ ら れ た 位 置 に あ る 、 本 発 明 の 連 接 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ を 示 す
。
【 図 ８ ｂ 】 定 位 置 に あ る 、 本 発 明 の 連 接 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ を 示 す 。
【 図 ８ ｃ 】 収 容 位 置 に あ る 、 本 発 明 の 連 接 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ を 示 す 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 連 接 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 垂 直 平 面 に お け る 連 接 の 範 囲 を 示 す
。
【 図 １ ０ ａ 】 本 発 明 の 連 接 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 連 接 の 横 向 き の 範 囲 を 示 す 。
【 図 １ ０ ｂ 】 本 発 明 の 連 接 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 連 接 の 横 向 き の 範 囲 を 示 す 。
【 図 １ ０ ｃ 】 本 発 明 の 連 接 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 連 接 の 横 向 き の 範 囲 を 示 す 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 連 接 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ の 横 方 向 に 連 接 す る 位 置 を 、 複 数 示
し た も の で あ る 。
【 図 １ ２ 】 連 接 制 御 パ ネ ル 及 び 連 接 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ を 横 方 向 に 備 え る 、 本 発
明 の カ ー ト に 搭 載 さ れ た 超 音 波 シ ス テ ム を 示 す 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ８ Ａ 】

【 図 ８ Ｂ 】

【 図 ８ Ｃ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ Ａ 】

【 図 １ ０ Ｂ 】

【 図 １ ０ Ｃ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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